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桜島("ajiIB)
桜島から噴出物等については，大正3年の大噴火関係の資料を中心に特別に項を設けて

分類した。

1火山岩

2火山放出物

3堆積岩

4その他

岩石名等も採集者の命名を基本にしたため，現在の分類と若干異なるところがある。



桜島SAKURAJIMA

火山岩Volcanicrock

カ ンラン石玄 武岩O脚meMa"

鮮新世～更新世のころに流出したもので，桜島の基盤を形成。牛根麓に分布。

3

不明

山口

山口

不明

垂水市咲花平
垂水市戸柱鼻

SAOWO183

鎌次
鎌次

砺
桝

Ｉ

皿

剛０
０

Ｍ
Ｍ1mｲー 08-妬

安永溶岩AFzeMcMq
1779（安永8）年～1780年に，南岳の南北両側の中腹より流出した。北側
から流出したものは海中に流入しその沖合いに島（新島，獅子島，硫黄島中之島
など）が出現した。SiO264%

2I

桜島鹿児島市古里
桜島鹿児島市古里火口下より第3位
桜島鹿児島市高免
桜島鹿児島市古里第1火口
桜島鹿児島市高免スズエ
桜島鹿児島市古里火口
桜島鹿児島市高免第4火口
桜島鹿児島市高免スズエ
桜島鹿児島市古里
桜島鹿児島市古里の上
桜島鹿児島市古里火口
桜島鹿児島市古里
桜島鹿児島市古里の上
桜島鹿児島市古里の上
桜島鹿児島市古里火口第1火口
桜島鹿児島市高免
桜島鹿児島市高免スズエ
桜島鹿児島市高免第5火口
桜島セダン崎

硫黄島三島村
中之島十島村

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

山口鎌次
上田光礒

上田光職

上田光礒
上田光艤

上田光曜
上田光礒
上田光磯

山 口 鎌 次
山 口 鎌 次
上田光礒
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山口鎌次
山口鎌次
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火山岩塊VbJcaJziCBFoc k

上昇してきたマグマが火口内で固結,もしくは半固結状態にあるとき，爆発により
破壊されて放出きれた岩石片。現在でも噴火のとき放出きれている。

5

高木繁

高木繁
高木繁
高木繁

高木繁

桜 島引ノ平

桜島鹿児島市有村
桜島鹿児島市有村
桜島鹿児島市有村
桜島鹿児島市有村
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3角閃石粗面安山岩HOmbM@庇加の画峨s舵
一般には牛根流紋岩と呼ばれるもので，鮮新世～更新世のころに流出し，牛根麓に
分布。大隅石が含まれている。

Ⅷ
伽
川

棚
川
棚

Ｍ
Ｍ
Ｍ

不明

山口

山口

不明

垂水市牛根町麓
垂水市牛根町麓

角閃石流紋岩
沖小島に分布し，
えられている。

鎌次

鎌次〃〃-08-07

HOmb""庇r"ome

牛根流紋岩と同時代の鮮新世～更新世のころに流出したものと考

〃〃-08-〃■山口鎌次 SAM01"沖小島桜島町

2輝石安山岩 Pym狸"eA"庇s"e

桜島の火山活動で噴出きれた溶岩の岩質の大部分は，輝石安山岩である。

不明

久木元延治

２
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１
１

似
似

川
棚

船
舶

桜島町横山
桜島 I935-10

6斜長流紋岩P"gわ吻o1iZe
沖小島や牛根麓に分布する流紋岩で，鮮新世～更新世のころに流出したもので，石
英粗面岩と分類きれるときもある。

SAMO〃刀明
明
明
明
明
明

不
不
不
不
不
不

沖小島桜島町
沖小島桜島町
垂水市咲花平
垂水市咲花平
垂水市咲花平
垂水市咲花平
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側
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6
集塊 岩 質 溶 岩 Aggめ"zermcZava
愛宕山付近に産するが，溶岩が集塊岩状になったものに， この名称をつけてある。

鞄
樹
“

似
伽
〃

剛
川
川

Ｍ
Ｍ
Ｍ

桜島町愛宕山の上
桜島町愛宕山の上
桜島町愛宕山の上
桜島町愛宕山の上
桜島町西愛宕
桜島町西愛宕

伽
州

伽
川

Ｍ
肌山口鎌次

山口鎌次

四脚-03-07
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大正集塊岩質溶岩TmShoaggめ"ze"cLava
大正大噴火のときの溶岩が集塊岩状になったもので，愛宕山付近に産する。

SANOO〃〃不明桜島町愛岩山の上

6
大正第一 期溶岩血js加加Zavα
大正3年1月13日午後8時ごろ，東西両山腹の火口からほとんど同時に流出し
たもので，いずれも海中に突入し，東側の溶岩流は瀬戸海峡を閉鎖し，桜島を大隅
の半島とした。

SAOOOO剛‘桜島町横山

4〃



鎌次
鎌次

山口

山口

不明

岩村

山口

桜島町愛岩山の上
桜島町横山
桜島町横山
桜島西側面最高火山
桜島鹿児島市有村町
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妬
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腿
伽

岬
岬
岬
岬
岬

Ｍ
Ｍ
Ｍ
肌
肌

＆山口

鎌次
７
７

０
０
－
一

〃
伽

４
４

則
兜

１
Ｊ

大正第二期溶 岩乃な肋2sMava
鍋山付近の火口から東側に流出し，第一期溶岩の表面に広がっている。溶岩流を徐
々に流出し，約一年間も続いた。
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山 口 鎌 次
山口鎌次
山口鎌次

山 口 鎌 次

山 口 鎌 次
山口鎌次

桜島鹿児島市黒神方面
桜島鹿児島市有村町
桜島鹿児島市有村町
桜島鹿児島市有村町西側
桜島鹿児島市有村の東側
桜島鹿児島市黒神村

SAO伽〃07

〃
〃
偲

岬
岬

岬

０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ

１

冊
“
Ｊ
獅

柵
柵
柵
柵

イ
イ
ィ
イ

則
則
則
〃

１
１
１
Ｊ

SAOMO2"

M0剛I兇

大正溶岩
1914~

9T泣迩hoZava

1915年に東西両山腹の火口から流出した溶岩。

高木繁

山口鎌次

山口鎌次
山口鎌次
岩村俊雄

岩村＆山口

岩村＆山口

山口鎌次

山口鎌次

桜島鹿児島市東桜島
桜島鹿児島市黒神方面の海中、燃島
桜島最高火口西方
桜島鹿児島市黒神方面海中の溶岩島
桜島町小池方面

桜島引ノ平方面
桜島鹿児島市有村町
桜島鹿児島市有村町
桜島西側面最高位火口壁

SAO"8"01

SAOO〃伽〃

SAOOMI3

SAOO〃〃〃

SAO伽伽I8

SAO伽伽16

SAO卿〃I7
７
８
８
５

０
０
０
１

－
一
一
一

〃
㈱
〃
〃
鮒

一
一
一
一
一

學
イ
￥
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４
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１
Ｊ
５
２

岬
岬

０
０

Ｍ
Ｍ

東側溶岩Eas畑j"-Zαﾂα

桜島東側の有村に分布する溶岩。

桜島脇（鹿児島市有村町） 不明 SAOOMI39

南岳山腹溶岩流Znvα/Iowo"Zhe"@oMJzZa伽m""M"zj血膨
南岳は北岳の生成後，その南側山腹に噴出して北岳の南部をおおい，北岳とほんど
同じ大ききに発達したものである。

2

山口鎌次

山 口 鎌 次
桜島鹿児島市瀬戸ユリガマチ鼻
桜島鹿児島市黒神・鍋山間の河底

SAOWO〃船価
砺

一
一

〃
〃

一
一

卒
５

”
即

Ｊ
１ SAOM0109

南 岳溶岩Mi"α"z娩舵血vα

南岳を形成する溶岩で，南岳は,4900年前から現在まで活動を続けている。

2

上田光礒

山口鎌次
桜島鹿児島市東桜島町観音崎
桜島鹿児島市東桜島町湯之北上

SAOWOOIm柵
刎

似
開

一
－

３
万

列
９

１
１ SAOW"20I

南岳溶岩第1型Mi"α"z蜘舵血vaT)"〃
山口鎌次によって名ずけられたもので，南岳の内部を占めている岩層をいい，南岳
の東側に分布する。SiO260～61%

8

山口鎌次桜島 MO…沼

4〃



鎌次
鎌次
鎌次
鎌次

光曜

鎌次
鎌次

山口

山口

山口

山口

上田

山口

山口

汐
Ｉ
腿
万
万
万

岬

岬
岬
岬
岬
岬
岬

肌
肌
Ｍ
Ｍ
Ｍ
舳
舳

桜島

桜島
桜島
桜島
桜島
桜島
桜島

鹿児島市観音岬方面
鹿児島市古里
湯之（鹿児島市東桜島町）

四脚-08-07
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2南岳溶岩第1型･A･BMiP@mlj血膨山地
山口鎌次の分類であるが，詳細不明。

TjpeIA&B

山 口 鎌 次
山口鎌次

SA川〃83桜島鹿児島市観音崎
桜島鹿児島市有村町湯ノ浜 SA川〃8¥

23南岳溶岩第2型M醜αmj血舵ZnluTWe"
山口鎌次によって名ずけられたもので，南岳の外側を構成する岩層をいい，
東部，南部に分布する。SiO264%i

南岳の

600mmp"XSAOO桜 島南岳西側 傾 斜 面 6 00mMOO伽〃88
200mmQ" XSAWWOO9I桜島 南岳西南西山腹200mSA〃00009I

桜島南岳火 口 壁 上 南 側 山 口鎌次SAMOW92
桜島鹿児島市持木､文明第一火口壁 山 口 鎌 次 S A M W 9 3
桜島南岳引ノ平の渓谷〃〃-03-07上田光礒SAMW96
桜島鹿児島市引ノ平渓谷の東南I9I4-08山口鎌次SAWW〃加
桜島鹿児島市，文明第1火口壁〃〃-08-m山口鎌次SAOMM99
桜島南岳西南面山腹（文明最高火口〃I4-I2-28山口鎌次SA〃〃"aS
桜島鹿児島市野尻の北西（紫山）〃〃-I2-28山口鎌次SAWOO86
桜島鹿児島市野尻の北、磯崎の東I9I4-I2-28山口鎌次SAMOOO89
桜島鹿児島市野尻の北側山腹〃〃-I2-28山口鎌次SA"伽卯卯
桜島引ノ平南犬ガヘリ谷の東側I9"-I2-28山口鎌次SAOMM94

500ml914-I2-28mn"XSAOOOOOO9S桜島南岳西側500mS AOOOOOO95
桜島南岳西側斜面500m引ノ平のI9I4-I2-28山口鎌次SAMOW97
桜島南岳西側斜面500m引ノ平の〃〃-I2-28山口鎌次SAWMOO98
桜島南岳西側100m、引ノ平東南I914-I2-28山口鎌次SAOO伽〃02
桜島鹿児島市野尻の北西紫山〃〃-I2-28山口鎌次SAWWOlOS
桜島西側斜面500m、引ノ平東南〃〃-I2-29山口鎌次SAMOIOI
桜島引ノ平南，犬ガヘリ谷東側〃〃-I2-29山口鎌次SAMOIO3
桜島野尻の北，磯崎の東I9I4-I2-29山口鎌次SAOMOIO4
桜島中岳西側斜面900m北岳を被〃I4-I2-29山口鎌次SAOO〃m07
桜島持木の上450m文明第1火口〃I5-08-m山口鎌次SAmOl"
桜島南岳西南側450メートルI920-I2-28山口鎌次SAW"87

文明溶岩B" " " z e M a v a
1471（文明3）～1476（文明8）年の5年間にわたる活動により流出した
もので，桜島の北東側及び南西側に分布する。SiO266%

2I

鎌次
鎌次

鎌次
光礒

山口

山口

山口

上田

不明

不明

不明

岬６
岬
》

Ｍ
Ｍ
Ｍ

持木の上一番摺鉢火口

野尻高築山燃崎の北上
湯ノ町北紫立山

鹿児島市燃崎
持木の上一番摺鉢
鹿児島市大燃崎
鹿児島市浦之前

鵬
鵬
鵬
鵬
鵬
鵬
鵬
獅

M剛〃卿

SAO伽〃67

SA剛〃万

SA伽〃〃郷



山口鎌次

山口鎌次
上田光職
上田光畷

上田光蟻
山口鎌次
山口鎌次
山口鎌次
山口鎌次
上田光艤
山口鎌次

山口鎌次
山口鎌次

山口鎌次

桜島持木の上一番摺鉢火口
桜島持木の上高築火口、燃崎の火口
桜島持木の上一番摺鉢火口
桜島持木の上一番摺鉢
桜島湯ノ風穴
桜島鹿児島市大燃崎
桜島鹿児島市浦之前
桜島鹿児島市浦之前
桜島鹿児島市浦之前
桜島持木高築山
桜島持木燃崎
桜島持木燃崎
桜島持木の第1火口

桜島湯元の北

S A O … 鰯〃
〃
〃
〃
舶
用
肥
畑
咽
脇
〃
〃
〃
〃

一
ロ
一
一
一
一
一
』
ロ
ロ
一
一
一
一

砺
砺
砺
砺
開
閲
的
関
脇
閲
伽
船
側
〃

一
ロ
ロ
一
一
一
一
一
一
幸
一
一
一
ロ

イ
イ
イ
卒
卒
４
イ
イ
イ
４
イ
イ
イ
乎

則
則
則
則
虹
則
則
則
則
則
則
則
虹
列

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

M0…〃

S A O … 〃

肌0…而

肌0…刀

肌0…68

MO…砂

SAO伽〃刀

SAO…刀

SAO…8

M0…〃

SAO…“

S A O … お

M0伽伽57

北岳寄生火山溶岩Lmacrpams"jcvo化α"o"肋α血"
北岳の東西両山腹には数個の寄生火山があり愛宕山，引ノ平などに分布。

5

鎌次

光礒

山口

上田

不明

不明

不明

桜島町愛宕山
桜島三本柿
桜島フリハタ
桜島引ノ平

桜島鹿児島市黒神町

お
剥
遡
調

１
１

岬
”

川
棚

０
０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
SAOWOOI34IgIS-OI-OS

北岳山腹の溶岩流

北岳の山腹に分布する溶岩。

3Lavα混りwo"Zhe"8ol"伽"@sM"K加血舵

鎌次

鎌次
鎌次

山口

山口

山口

桜島引ノ平西南犬ガヘリ谷の西オガキ平
桜島町愛宕山
桜島引ノ平西南犬ガヘリ谷の西〃〃-〃-28

８
９

２
２

１
Ⅲ

川
棚

０
０

Ｍ
Ｍ

SAO卯〃I30

北岳溶 岩逓塑血陛血”

北岳頂上の火口からまわりの山腹に沿って流下した溶岩流。

〃

山口鎌次

不明

不明

山口鎌次

山口鎌次
不明

不明

不明

山口鎌次

山口鎌次
山 口 鎌 次

四
〃
別
刈
羽
肥
別
．
〃
お
〃
妬

岬
皿
皿
皿
皿
皿
岬
皿
皿
皿
皿

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
肌
Ｍ
Ｍ
Ｍ

不明

不明

不明

桜島町上床

桜島町割岩崎
桜島町割石崎
桜島町割岩崎

桜島町白浜付近
桜島鹿児島市高免町安永第2火口壁
桜島鹿児島市高免海岸
桜島

７
９
９

１
１
１

－
一
一

船
船
側

４
４
４

醐
則
則

Ｉ
Ｉ
Ｊ

溶岩LmE

愛宕山で採取されたものであるが，いつの噴出物かはっきりしない。

〃〃-〃-28山口鎌次桜島町愛宕山 肌0伽〃38

両輝石安山岩n4UgpyromPzea"止血e
桜島を形成する安山岩であるが，いつの時代のものかはっきりしない。

3

4〃



桜島鹿児島市黒神町不明M川伽I3
桜島鹿児島市高免町不明 SAM002I4
桜島鹿児島市高免町不明SA〃伽〃15

玻璃質斜長流紋岩GI"Syp蝿わゆα'池
一般に牛根流紋岩と呼ばれるもので，鮮新世～更新世のころに流出し，牛根麓に分
布。

4

砂
乃
刀
乃

Ⅲ
ａ
ｌ
ｌ

岬
岬

伽
剛

朋
Ｍ
Ｍ
Ｍ

不明

不明

不明

不明

垂水市咲花平
垂水市咲花平
垂水市咲花平
垂水市江之島

火山放出物VolcanicdecE

2VりJCaﾉzic加"zb"zJMｶ℃加'Shjms"''
不明

I952-04-I8山口鎌次

シラス層中の火山弾
不明

鹿児島市新照院町国道側の崖

１
７

９
９

〃
〃

川
棚

肌
肌

7
パン皮火山弾BreadcFMsZbomb
マグマ塊が空中に飛ばされると，その表面に亀裂ができてパンの皮殻や焼いた餅の
ような外形をもつ火山弾。桜島ではかなり多く産する。

〃
妬
鮒
紗
卯
別
兄

α
〃
α
〃
ａ
ａ
ａ

剛
側
川
棚
伽
伽
剛

肌
肌
肌
Ｍ
Ｍ
Ｍ
肌

明
・
明
明
明
明
明
明

不
不
不
不
不
不
不

平
平
平

池
ノ
ノ
ノ
池
池

、
１
０
１
１
０
１
‐
Ｉ
、
、

到
弓
弓
弓
刹
刹

町
町
町

明
島
島
島
島
島
島

不
桜
桜
桜
桜
桜
桜

安永の火山弾AFzeiVb伽"ic加碗b
安永の噴火のとき放出きれた火山弾で，火口付近に分布。

SA卯卯OO48不明桜島北東側火口付近

2
安永の噴石AJzeirock/mg77zem

l779（安永8）年の噴火によって飛ぱきれた火山岩塊。

桜島鹿児島市古里，安永火口より 第 不 明 S A O O M M S O
燃島桜島町Igl4-08-I6山口鎌次SAOO〃αⅣ

安永軽石 A "eiPlmzice
l779（安永8）年の噴火によって噴出きれた軽石で桜島から東側に分布。

桜島鹿 児島市黒神西方不明SAOOOOOaS2
桜島海底不明SAWWOOSJ

安永溶岩噴石Frag"@e"qfAFzeiZcva
安永の噴火のとき放出きれた火山岩塊。

2
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桜島鹿児島市燃崎 不明 MO…"

火山灰WICα"jC"h

桜島の火山活動で噴出された火山灰で，現在の活動は昭和30年から引き続いてお
り，火山灰等を噴出し続けている。

3

不明

不明

今 増 俊 明

不明

鹿児島市照国町県立博物館裏庭
鹿児島市伊敷町

閲
〃
閲

伽
岬
岬

０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ

哩
哩

一
一

鯏
伽
卿

Ｉ
Ｊ
Ｉ

火山礫 Z〃伽
上昇してきたマグマが，火口内で固結，もしくは半固結状態にあるとき，爆発によ
り破壊されて放出された岩石片（4～64mm)で，桜島の活動が活発になると人
家のあるところまで落下してくる。

2

高木繁

上竹利彦
桜島鹿児島市東桜島町東桜島中の校
鹿児島市易居町

M O 伽 〃 腿７
２

２
Ｊ

砺
胆

ロ
一

螂
卿

Ｊ
１ SAOW204

擬火山弾

噴火の際，
いる。

2P"岫加加b

基盤を構成する堆積岩を噴きとばしたもので，形は球形や紡錘形をして

不明

不明
桜島町小池
桜島町小池

〃
〃

皿
岬

０
０

肌
肌

軽石Pmice

桜島は有史時代の噴火をはじめ，約11000年前の大噴火のときの“薩摩”など
軽石の噴出は多い。

6

高木
高木

不明

不明

今増

今増

繁
繁

不 明

不明

桜島町小池方面

桜島町小池
鹿児島市星ケ峰団地
輝北町牛根峠

肪
妬
切
鰯
伽
伽

岬
岬
岬
岬
伽
晩

Ｍ
肌
肌
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

２
２
８
８

〃
側

朏
朏

俊明

俊明
０
０
７
７

の
０
・
弘

一
口

吻
期

１
１

桜島の噴石RocMagw@e""Sab"nz航α
噴火のとき放出きれたもので，古里の標高100mの河原に落下したもの。

桜島鹿児島市古里 〃刀-〃一価不明 肌 0 川 2 0 2

桜島大正大爆発の火山灰VりICa"""

大正3年の大爆発の時の降灰は，仙台・秋田まで達したと観測されている。

I則卒ｰ〃-20増田良森姶良町山田村山広道 MOm2"

大 正軽石TE"hoPmzice

大正3年の噴火によって噴出された軽石で，桜島の東方に分布する。

ギ

不明

不明

不明

不明

不明

不明

桜島西側面

桜島町赤水

０
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岬
岬
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Ｍ
Ｍ
Ｍ

MO…23
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3大正噴火放出物 昼 彪 伽 " 乃 商 肋 e F 叩吻〃
大正3年の噴火によって噴出きれた,火山岩塊，火山礫などで，火口の周囲に分布

桜島鹿児島市野尻町の東北磯崎山口鎌次SA伽伽2S
桜島 町小池不明M〃〃伽4
桜島鹿児島市野尻町の東北磯崎〃脚-I2-I2山口鎌次M側伽6

陶器岩の火山弾破片FmgmeFw"WFre〃"o廼加"zb
基盤岩の砂岩がマグマの熱によって溶け，火山弾として放出きれたものである。

不明 SAM"58不明

特殊な火山弾肋 ”ｧmaI"J"""mm6
基盤岩がマグマの熱によって溶け発泡したものが，火山弾として放出されたもので
ある。

不明 M伽伽弱桜島引ノ平南麓

2特殊な火山弾の破片Fmg"zemsqfabw@om'al"lmJzicbow7zb
基盤岩がマグマの熱によって溶け発泡したものが，火山弾として放出きれたもので
ある。

不明

不明

SA側m5卒桜島引ノ平南麓
桜島引ノ平南側 SAM01"

2鍋山噴石Rock分αgme伽虎ひ"2Nα鉈yα"､α
黒色で，発泡が極めてよく軽く，ガラス繊維が見られる。鍋山の活動で放出きれた
ものである。

山 口 鎌 次

山口鎌次
７
６

３
３

α
〃

側
側

Ｍ
Ｍ

不明

不明

I915-OI-W

I915-OI-"

南岳集塊岩中の火山弾VblCα"jcbombiPzMM"α"zj血舵αggわ"､emZe
マグマのガスがぬけて，軽石質になっている球状の火山弾で，直径約10cm。

不明 SAOWOO"0桜島鹿児島市古里の北西

網目状スコリヤ（泡状スコリヤ)TwJEQd-zacescorinor伽"scorm
大正3年の爆発で放出されたもので，桜島の基盤岩の一部をなすと考えられる，花
こう閃緑岩がマグマに加熱ざれ急激に発泡して軽石状になり，レースをからめたよ
うに見えるものである。

山 口 鎌 次 SA伽〃侭桜島

堆積岩Sedimn恒Ⅳrock

2凝灰岩（シラス層)TW(S"'nszJ-bed)
燃島（新島）に見られる黄褐色の凝灰岩。

燃島東側の崖桜島町
燃島東側の崖桜島町

不明

不明

M伽伽89

SAO伽伽卯

4〃



砂 岩伽z伽α@e

桜島の基盤をなすと考えられる。四万十層群の砂岩で，垂水市付近に産する。

垂水市小浜 I虹卒-08-価山口鎌次 MOMMIm

集塊岩Aggわ"2emzg
桜島の活動には多くの集塊岩が見られ，特に南岳，中岳には多い。

沖小島桜島町 田代＆中野 MOMWM

中岳集塊岩Nnkn血"Agglo"zemze
中岳は集塊岩だけで構成きれるスコリア丘と考えられている。

6

桜島中岳西側斜面に露出せる岩塊I〃ｲ-I2-29
桜島中岳頂上東側火口壁上I〃‘ｰ〃-29
桜島中岳北側傾斜面Igl5-"-0 4
桜島中岳北側傾斜面IgIS-0I-04
桜島中岳の南壁IgI5-"-04

桜島中岳北東壁IgIS-"-04

粘板岩She

四万十層群中の粘板岩で，垂水市付近に産する。

山口鎌次

山口鎌次
山口鎌次

山口鎌次
山口鎌次

山口鎌次

皿
皿
皿
皿
岬
皿

肌
舶
肌
Ｍ
Ｍ
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‘

垂水市小浜
垂水市脇登

垂水市牛根
垂水市小浜海岸咲花平南西

山口鎌次
山口鎌次
山口鎌次
山口鎌次
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Ｉ
Ｊ
Ｉ

その他OtheE

セラミサイトαF"""e

基盤の凝灰岩あるいは砂岩がマグマの熱によって溶けたものが，地表で急冷してで
きた灰白色綴密な岩片である。大正3年の桜島の噴出物に小藤文次郎が命名。

3

桜島
桜島
桜島

南岳火口壁頂上南側
南岳火口壁頂上南側
鹿児島市有村町の大谷河原

山口

山口

松田

鎌次

鎌次
和集
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５

２
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副

〃
〃
伽
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〃
〃
〃

１
１
１

MOMMI5S

６
７

５
５

皿

岬

０Ｍ
Ｍ

火 山豆石Acc祀伽""yZqﾌj戯
火山灰や噴石とともに火口から噴出した水蒸気が空気中で冷却きれ，水滴となって
落下する際に火山灰を吸着してできたもので，最近の桜島の活動によってもできる

桜島鹿児島市黒神

球状安山岩包有物
安山岩に取りこまれた包有物で，

〃83-鮪-22鹿児島気象台 肌0側〃〃

"cl砥加""oF戒Cz血rα"血s此
球状をしている。

不明 不明 MOMI87

結核⑰"c花加〃

火山弾がシラスの中で回転して球状になったものである。

伽
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溶岩中の包有物伽伽勿"c叩伽〃醜血”
溶岩に取りこまれたもので，桜島の基盤を推定するのに役立つ。源岩としては，泥
岩，砂岩，凝灰岩，花こう閃緑岩などである。

¥

不明

不明

不明

不明

伽
Ⅲ
〃
川

棚
川
棚
剛

Ｍ
Ｍ
Ｍ
肌

鹿児島市瀬戸
鹿児島市瀬戸
鹿児島市瀬戸方面溶岩
東側溶岩

桜島
桜島
桜島
桜島

露頭はぎとり標本
湯ノ平で標本にしたもので，
動史がわかる。

文明・安永・大正の噴火の軽石を含み，桜島火山の活

高木大工園＆ M伽3伽ギ桜島町湯ノ平

紐I


